資料－３
　　２０１１年度事業計画（案）　　　　
Ⅰ．はじめに
　日本商標協会が設立されて今年で２３年目を迎えます。会員の数も順調に増え続け４月３０日現在７６３名となりました。本年度も更なる会員の増員を目指し未入会の会社に対して会長名の紹介状を付して入会パンフレットを配布する予定です。
　長年、日本商標協会が商標法第４条第１項第１３号の改善を求めておりましたところ、今国会の議案として商標法第４条第１項第１３号の削除が法案の一部として提出されました。

　現在産業構造審議会では、「新しいタイプの商標の特定方法及び出願日認定について」について議論されており、「類似商品役務審査基準の改正」と併せて法案、政令、省令の改正が予想されます。
　そこで、今後は産業構造審議会の商標小委員会の議事録だけではなく、商標実務に影響する案件全てについて、他の審議会の内容についても目を光らせると共に政令、省令の改正についても、常時チェックを行い、健全な商標制度を目指して今後の意見を具申して行きたいと思います。
Ⅱ．理事会・常務理事会
　　新たな理事・常務理事のもとに原則第３週の火曜日開催で審議する。
　商標に関する注目すべき審決及び判決について、理事会で検討しこれらについて評価をするような新しい試みも計画しています。
Ⅲ．部会活動
（１）法制度研究部会（新部会長：香原　修也、弁理士）
今年度検討予定のテーマは、以下のとおり。

１．法改正、審査基準・審査便覧の改正への対応

（１）産業構造審議会商標制度小委員会の動向注視と法改正に対する意見書の作成
（２）その他
２．商標法の総合的・抜本的見直し

　　　特許庁の行う法改正作業に止まらず、あるべき商標制度を自発的に構築する。

（２）判決研究部会（新部会長：大向　尚子、弁護士）
　前年度までのスタイルを基本的に継承し、リポーターが最近の判決の中から選んだ事案を検討し、必要に応じて関連する過去の判例と比較検討もする。リポーター希望者は随時募集。外国弁護士等による各国の判例紹介でもよい。特に事案の当事者・代理人からの報告やコメントも（開示できる範囲で）歓迎。

　開催日時は原則として前年度と同じ。
２０１１年５月以降、例会予定（変更の可能性あり）

５月１８日（水）【第２２０回例会】
テーマ：　「ドーナツクッション」事件
知財高裁平成２３年３月２８日判決、平成２２年(ネ)第１００８４号
リポーター：　野本　新　氏（弁護士）
６月１５日（水）【第２２１回例会】
テーマ：　「アグロナチュラ」商標取消事件（商標法５３条の２）
イデア社 vs アグロナチュラ社
知財高裁平成２３年１月３１日判決、
平成２１年（行ケ）第１０１３８号・第１０２６４号、審決取消請求事件
リポーター：　新池　義明　氏（弁理士）
７月２０日（水）【第２２２回例会】
テーマ：　未定

リポーター：　箱守　真紀子　氏（カルビー）

９月２１日（水）【第２２３回例会】
テーマ：　未定 

リポーター：　山田　朋彦　氏（弁理士）

１０月１９日（水）【第２２４回例会】
テーマ：　未定

リポーター：　青島　恵美　氏（弁理士）

１１月１６日（水）【第２２５回例会】
テーマ：　未定 

リポーター：　佐藤　恵太　氏（中央大学法科大学院教授）
１２月２１日（水）【第２２６回例会】
テーマ：　平成２３年度判例回顧
リポーター：　末吉　亙　氏（弁護士）
　出席される方は、ニュースレターに掲載される判決をご一読の上、判決を持参してください。報告レジュメはリポーターから当日配布されます。
（３）実務検討部会（部会長：諸橋　昭雄、武田薬品工業）

22年度は、6回の開催予定のところ4回開催でした。

23年度は、計5回を活動目標とし、企業実務者にとって有益なテーマで議論していく。
（４）不正競業部会（部会長：西平　幹夫、カゴメ）

報告者の意思を尊重しつつ、最新の判決を中心に検討する。商品形態の事件等については、裁判所のサイトに、画像が後になってからアップロードされる場合もあるので、そのような事件についても注目したい。商品等表示・商品形態以外の不正競争行為、隣接法の事件も取り扱う。

（５）審決研究部会（新部会長：谷山　尚史、弁理士）
　定例日は、従来通り各月第１水曜日とし、定例日の午後１時から午後３時まで部会を開催した上で、下記の内容で部会を運営していく。

　【部会内】

· 審決公報要旨一覧を用いた内容の検討（毎回）

· 特定のテーマについての検討（不定期）

　【対外】

· 注目審決等の協会レターへの掲載

· 審決集の作成準備

（６）商標情報部会（部会長：荒俣　智子、帝人）
1） 部会運営

原則として毎月１回開催（毎月第２火曜日に定例開催）

2） 年間テーマ

1 特許庁の情報公開施策と商標情報活用について意見交換

2 新しいタイプの商標（匂い商標、音響商標等）についての情報収集

3） 活動計画

1 特許庁「システム最適化計画」に関する情報交換会の実施

2 新しいタイプの商標（匂い商標、音響商標等）について特許庁の情報公開施策と商標情報活用について意見交換

3 商標に関連する情報の活用について、情報交換を実施し情報を共有化する。

４月度例会では、弁理士　豊崎　玲子先生を講師にお迎えして「アジア諸国（インド、タイ等）の商標事情」について、お話いただき情報交換を行います。

Ⅳ．関西支部活動（支部長：竹内　耕三、弁理士）
日本商標協会関西支部の活動を、会員のニーズに応えたものにし、従来より多くの会員が参加されるよう、努力したい。

１．月例の研究会

毎月行いたい。テーマは例年通り、審判決研究、法改正関係その他も含め、支部の会員の意見を尊重して、決定したい。

２．特別研究会

　平成１７年度より始めたＵＳＰＱ研究会を発展させ、平成１８年度に米国商標判例百選（仮称）を完成するべくＵＳＰＱ研究会を発足させた。現在英文は１００％、日訳はほぼ完成している状況。
本年度9月の年次大会前には出版予定である。

３．新人研修

昨年度と同様で回数を計９回とし、さらに充実を図りたい。

４．特別講演

　適宜タイムリーに外部講師を招いて、特別講演会を行うことを検討する。

Ⅴ．委員会活動

（１）メンバーシップ委員会（委員長：本宮　照久、弁理士）
・　年次大会の企画・運営　（第２０回年次大会）

日本商標協会第２０回年次大会を９月８日（木）～９日（金）の日程で名古屋のキャッスルプラザホテルにて開催します。

多数の会員の方が参加できる年次大会となるよう、企画して参ります。

（２）フレンドシップ小委員会（新委員長：鶴岡　直樹、トムソンロイター）
引き続き新規会員の入会促進を目的に、以下の活動を行う予定。

・勧誘活動の実施（特に、企業会員の増強）

・年次大会への参加勧誘

・学校法人への入会勧誘

・業界団体への協会活動の紹介、ほか

（３）外国商標制度委員会（委員長：中山　健一、弁理士・外国法事務弁護士）
＜未着＞
（４）国際活動委員会（委員長：河合　千明、弁理士）
国際会議への対応

　　　　国際会議の議題の一般的検討を行う。

　　　　WIPOから招聘のある会議への出席者の人選並びに出席者のサポートを行う。

　②　JTA Bulletinの内容検討及び編集

　　　　海外向けに有益な記事（法改正、判例等の紹介）を検討・作成し、定期的に英文ニュースレターを編集・発行する。

　③　外国関係諸団体との交流の検討及び推進

　　　　海外の商標関係団体との情報交換を含め、協会と諸団体との交流の促進を図る。

（５）研修委員会（委員長：松田　雅章、弁理士）

１，研修会の充実並びに合理化・見直し
（１）実務研修会の充実及び合理化・見直し
　　①　国内編（毎年度１～３月）と海外編（年次大会後）との分離
　　②　海外編のカリキュラムの再考及び講師選出、企画・運営及び開催
　　③　社会情勢・経済事情に鑑み、受講環境の整備及び受講生増加を図る。
（２）新人研修会の一時中断
　　①　実務研修会の再編に伴う海外編の充実を最優先
　　②　新人研修会の位置付け・需要その他を改めて検討
    ③　企画・運営・開催体制の強化→研修体制の充実・合理化
（３）単科研修会の開催
    ①　単科研修会の企画・運営及び開催
　  ②　集客力？（受講者吸引力）のある講師・テーマの設定
２，総会・年次大会に於ける研修の企画・運営及び開催
（１）総　会；　本日開催の通り。
（２）年次大会；　メンバーシップ委員会と共同で企画・運営及び開催
３，研修体制の充実・合理化
（１）研修の企画・運営・開催という事務に特化した研修委員会の組織の強化
（２）継続的に実施する研修会における講師陣の組織化
　　①　実務研修会（国内編）の講師陣の充実化
    ②　実務研修会（海外編）の講師陣の選出・固定化
    ③　新人研修会の講師陣・講師予備軍の組織化
（６）模倣対策委員会（委員長：大場　弘行、ヤマハ）
委員長が交代し新たな体制で臨みます。従来どおり毎回２社による事例発表をベースで定例会を開催予定です。(予定添付）なお、幹事の交代に手間取ったことから、ルールの策定を予定します。

なお、夏の勉強会については、なんとか再開を目指します。
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	開催日
	場所
	時間
	発表者1
	発表者2

	2011年4月8日（金）
	弁理士会館
	PM3：00～PM5：00
	セイコーエプソン(株）
	ミズノ（株）

	2011年5月13日（金）
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	PM3：00～PM5：00
	ダイキン工業（株）
	セイコーホールディングス(株）

	2011年6月10日（金）
	　いずれか、東海・関西開催
	PM3：00～PM5：00
	味の素（株）
	ブリヂストンスポーツ（株）

	2011年7月8日（金）
	　
	PM3：00～PM5：00
	（株）ポケモン
	カシオ計算機（株）

	2011年8月
	　
	　
	　
	　

	2011年9月9日（金）
	弁理士会館
	PM3：00～PM5：00
	JVCケンウッドホールディングス株式会社
	TOTO（株）

	2011年10月14日（金）
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	PM3：00～PM5：00
	（株）リコー
	三菱レイヨン（株）

	2011年11月11日（金）
	　
	PM3：00～PM5：00
	富士ゼロックス（株）
	トヨタ自動車（株）

	2011年12月9日（金）
	弁理士会館
	PM3：00～PM5：00
	ヤマハ（株）
	花王グループ

	2012年1月13日（金）
	弁理士会館
	PM3：00～PM5：00
	パナソニック(株)
	本田技研工業（株）

	2012年2月10日（金）
	弁理士会館
	PM3：00～PM5：00
	富士フイルム(株)
	（株）ヤクルト本社

	2012年3月9日（金）
	弁理士会館
	PM3：00～PM5：00
	ホーユー（株）
	シチズンホールディングス（株）


（７）サービス委員会（委員長：相馬　聡子、ｳｫﾙﾄﾃﾞｨｽﾞﾆｰ･ｼﾞｬﾊﾟﾝ）
テーマを決めて勉強する。外部から講師を招く可能性についても検討。
サービス委員会への新たな参加をつのる。
3～6ヶ月に1度のペースで会合を持つ。会議費として予算150,000円を申請。
テーマとしては、企業における役務商標実務を切り口として問題を提起、委員各位の希望に沿えるような調査・研究を目標。
委員間での情報交換、意見交換をする。商標制度のあるべき姿について考える。
（８）編集・出版委員会（委員長：矢崎和彦、弁理士）
　　ａ．日本商標協会誌の季刊誌発行予定
　　　①第７３号（平成２３年７月末発行予定）
　　　②第７４号
　　　③第７５号
　　　④第７６号
　　ｂ．日本商標協会レターの発行予定
　　　①Ｎｏ．２５０（２０１１年　４月２０日）
　　　②Ｎｏ．２５１（２０１１年　５月２０日）
　　　③Ｎｏ．２５２（２０１１年　６月２０日）
　　　④Ｎｏ．２５３（２０１１年　７月２０日）
　　　⑤Ｎｏ．２５４（２０１１年　８月２０日）
　　　⑥Ｎｏ．２５５（２０１１年　９月２０日）
　　　⑦Ｎｏ．２５６（２０１１年１０月２０日）
　　　⑧Ｎｏ．２５７（２０１１年１１月２０日）
　　　⑨Ｎｏ．２５８（２０１１年１２月２０日）
　　　⑩Ｎｏ．２５９（２０１２年　１月２０日）
　　　⑪Ｎｏ．２６０（２０１２年　２月２０日）
　　　⑫Ｎｏ．２６１（２０１２年　３月２０日）
（９）デザイン委員会（委員長：佐藤　英二、弁理士）
1． 知的財産のデザイン領域に関する情報収集、研究と対応

　　　　意匠と商標とがクロスオーバーする領域の事項について、国内外の法改正、判例等の動向を情報収集し、これに対応する。意匠法や商標法のみならず、不正競争防止法や著作権法の下でのデザイン保護も視野に入れる。

2． 立体商標についての情報収集と研究

立体商標に関する国内外の法制、判決例等について、情報を収集し、研究を行い、情報発信する。

３．日本の意匠法下の制度改正、運用及び審判決等についてのフォロー

日本意匠法における制度改正（法、規則、審査基準の改正等）、運用の状況及び審判決等の動向をフォローする。

4． 外国におけるデザイン関連の法制度、判例等の情報収集と研究

欧州、米国、韓国、中国等の主要国のほか諸外国における意匠関連の法制度、判例・実務例の情報を収集し、研究する。

（10）ブランド・マネジメント委員会（委員長：足立　勝、日本コカコーラ・外国法事務弁護士）
（１）２０１１年度　活動予定概略

· 定例会を毎月開催し、「企業のブランドマネジメント事例（具体的な事案や悩みなど）の発表」と「ブランド関係のトピックスの発表・討議」を柱として運営する。

· 夏定例会（１泊２日）を開催する予定。
· 開催候補地：仙台（？）
· 分科会活動（特定のテーマにつき集中的・継続的に検討する有志委員による活動）の実施、定例会での活動内容・成果の報告

（２）予定している主要な活動

· ４月　「ブランドの表現と伝達」分科会　検討成果報告
· 夏定例会（１泊２日）の実施

· 「ブランドにおけるデザイン」をテーマとして検討中
· 分科会活動

· 新分科会検討中
以　上
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